
アブストラクト： 

  

最後通告ゲームにおいて，相手の責任や意図とは無関係に生じた不公正分配の拒否が観測されるかど

うかを検証すると共に，その拒否が不公正結果に対する嫌悪によって生じた行動であるかを検討するた

めに，137名を対象とした最後通告ゲームと独裁者ゲームを実施した。参加者は，最後通告ゲームで受け

手の役割に割り当てられ，不公正分配の提案を受け入れるか拒否するかを決定した。最後通告ゲームで

は，提案者が意図的に不公正分配を行う“意図あり条件”と，提案者の意図とは無関係に不公正分配が

生じる“意図なし条件”の 2 つの条件が個人間要因として操作された。更に、参加者は最後通告ゲーム

終了後，独裁者ゲームに分配者として参加し、相手へ分配する金額を決定した。実験の結果，意図なし

条件でもわずかながら拒否者が観測され，また意図なし条件での拒否者は受け入れ者よりも、独裁者ゲ

ームで公正分配を行う傾向にあった。実験結果は，相手の意図とは無関係に生じた不公正分配の拒否は，

純粋に公正結果を追求する動機に基づく行動である可能性を示唆している。 
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